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大学の 4年次にスカーブの“The Computation of 

Economic Equilibria" を読んだのがきっかけで，現在

は一般均衡問題に関するさまざまなモデル分析(特にゲ

ームモテ"ル)や，均衡解の計算のためのアルゴリズムな

どについて勉強しています.

常日ごろ感じることは， OR的考え方の広範さと奥行

きの深さで，経済学でも従来の伝統的手法に，近い将来

とって代わるので、は，ということです.私と同室の院生

も ORにかなり興味を示しています.ただ， ORにはと

っつきにくい印象があるようで， 1l0Rはとてもかんた

ん』といった本が出ないものでしょうか.

今のところ体力だけで勝負している，ほやほやの新入

会員ですが，早いところ知力も，ともなうようにと思っ

ています.

重宝章器産者童書聖学専攻 奈良 雅子

現在まで，多目標計画法を中心に研究を行なってきま

した.多目標計画法はさまざまな分野に応用することが

できると思いますが，特に企業などの経営計画への応用

を考え，経営意思決定に役立つアルゴリズムが開発でき

ればと思っています.そのためには企業会計に関する知

編集後記帳本号の特集It. f鉄鋼の ORJ. 日本の鉄鋼業は

世界の最先端をゆく産業に成長しました.諸論文に示さ

れるように，随所にORが活用されており，強力な国際

競争力形成の一助となっているのではと L、う観測もあな

がち手前みそだけではなさそうです砂すでにお気づきと

思われますが，本年の表紙の色は“若さ"を象徴する緑

系色としました.毎年表紙の色を変えようとし、う試みは

昨年から始まりました.背表紙にも年度を色で月を位置

で示す目印を入れ，本棚から容易に目的の号を取り出せ

識も必要と思い，先日聞かれた第 3 回ORセミナー「意

思決定のための会計情報講座」に参加させていただきま

した.財務会計や原価計算などは大学の講義科目にもあ

ったのですが，大学の講義からは得られなかった会計情

報の流れのようなものを把掻することができました.ま

た経営戦略と会計情報とのかかわりについての講義も，

たいへん興味深く拝聴させていただきました.非常に有

意義なセミナーでした.ORが企業などでどのように取

り入れられ，使われているのか，あまり知る機会のない

私のような学生にとって，このようなORセミナーへの

参加もそうですが，御誌は実社会でのORを知る貴重な

情報源となります.今後もよろしくお願L 、いたします.
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るよう配慮したつもりですが，はたしてお役に立ってい

るでしょうか炉今年は国際コミュニケーション年だそう

です.ORを成功させるには問題解決の必要性を広く関

係者に伝えることが必要であり，コミュニケーションは

ORにおいても重要な課題です.また，本誌の欧文名称

は Communication of the Operations Research 

Society of Japan であり，国際コミュニケーション年

にちなんで飛躍の年とし，一層の充実を図りたいと思い

ます.よろしくご指導，ど協力お願いたします. (M) 
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